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第８号様式（第１４条関係） 

 

伊勢原市協働事業収支決算書 

協働事業名 地域の特性を生かしたまちづくりの発信 

団 体 名 伊勢原青年会議所 理事長 舘 大樹 

 

収入の部                                                         

区 分 決 算 額（円） 内 訳（数量、単価等） 

市民活動団体 

事業費 
573,185 円  

収入合計額 573,185 円 
 

 

 

支出の部 

区 分 決 算 額（円） 内 訳（数量、単価等） 

会場設営費 521,968 円 

・トリ酢フェスティバル 

会場設営等 228,028 円 

・モビリティ試乗会 

レンタル料 194,580 円、会場設営等 99,360 円 

印刷通信費 28,897 円 

・トリ酢フェスティバル 

チラシ等 17,200 円 

・モビリティ試乗会 

チラシ 11,615 円、通信費 82 円 

保険料 18,000 円 
・モビリティ試乗会 

イベント保険（200 人） 18,000 円 

その他 4,320 円 

・トリ酢フェスティバル 

手数料 864 円 

・モビリティ試乗会 

手数料 3,456 円 

支出合計額 573,185 円  

 

 

 



 

事業評価シート 

 

○協働事業名：地域の特性を生かしたまちづくりの発信 

○協働事業者：伊勢原青年会議所 理事長 舘 大樹 

○事 業 期 間：平成３０年７月６日から平成３１年３月２２日 

 

段階 評 価 項 目 

 

準 

備 

段 

階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 協働が開始された段階はいつからか 

  ■企画の段階から □実施段階から □その他（               ） 

２ 協働の呼びかけはどちらからか 

  ■市民活動団体  ■市      □その他（               ）  

３ 協働で行う意義は明確だったか 

  ■はい  □いいえ  意義〔地域まちづくりに対する意識醸成 〕 

４ 事業の目的は明確だったか 

  ■はい  □いいえ  目的〔地域住民主体の快適で魅力に富んだまちづくりモデルを探索 〕 

５ 事業の目標（何がどのような状態になることを意図しているか）は明確だったか 

  ■はい  □いいえ  目標〔地域食材及びﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨを活用したまちづくりの発信 〕 

６ 相互理解は十分だったか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

 

実 

施 

段 

階 

 

 

 

 

 

 

 

７ 協定書作成にあたって十分協議したか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

８ 事業運営上の役割分担は適切だったか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

９ 進捗状況や情報を共有できたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

10 実施プロセスの記録は残せたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

11 互いの特性を活かすことができたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

 

終 

了 

後 

の 

段 

階 

 

 

 

 

 

12 事業内容の報告を作り、公開できたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                          〕 

13 目的・目標は達成できたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

14 今後の課題と改善策を話し合ったか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

15 総合的に見て事業に対する満足度は 

 【 ５ ４ ３ ２ １ 】 理由〔                     〕 

16 その他、気づいた点 

  市民参加型の２事業の実施及び事業参加者へのアンケート調査により、更なるまちづくりの展開によ

る、個性と魅力あふれる地域まちづくりへ繋がることが期待できる。 

 


